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研究成果の概要（和文）：文字や物体などを撮影してコンピュータで認識する機会が増えている。撮影した画像にぼけ
やぶれが生じることが少なくないため、このような劣化があっても問題なく認識できる方法が求められる。しかし、コ
ンピュータでものを認識する研究では、画像にぼけやぶれが無いことが想定されることが多く、激しいぼけやぶれに対
して頑健な認識方法はなかった。そこで本研究では、特にぼけに注目して、文字などが激しくぼけていても正しく認識
できる方法を提案した。

研究成果の概要（英文）：It is getting common to capture characters and objects with a portable device and 
recognize them by a computer. Defocus and motion blur can happen on the captured images. Most recognition 
algorithms, however, are not designed to cope with images with them. In this research, we proposed methods
 that can recognize severely defocused patterns.
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像の認識が考えられる
例えば
した画像を学習することもできる
デルを使用してぼけた画像を大量に生成し、
学習しておくこともできる。しかし
程度が著しい画像は
ため、
と「8
いが、図２
するのは容易でない。したがって
の有効性には本質的な限界がある。
別の解決策として、撮像の工夫が考えられ

る（図
ュテーショナル・フォトグラフィ）
や露光を符号化できる特殊な符号化カメラ
で撮像する方法である。
画像は符号化されているため、一見情報が失
われているように見えるが、計算機
復号化することで
できる。そのため
復号した画像の認識によってぼけやぶれを
克服できると考えられる。しかし、正確な復
号には対象物体の
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